









































2005 年と 2008 年に限定すれば、BCCWJ のすべてのレジスターの用例を確保することがで













 （BCCWJ『広報しずおか「静岡気分」2008 年 17 号』2008）
　さらに、（4）のように、「各」の後ろに数字が来る場合もある。それも対象外とする。
（4）　参考書と過去問題集、各 1冊ずつで何とかなりますよ。
 （BCCWJ. Yahoo! 知恵袋. 2005）
　この 3種の対象外とするものは合わせて 1365 件あり、それを除くと、延べ語数 5259、異





















休館します。 （BCCWJ『広報あげお 2008 年 02 号』2008）
（6）　 委員構成　計二十九人・各市町長及び副市町長（4市町× 2人）・各市町議長及び
議員代表（4市町× 2人）・学識経験を有する者（4市町× 3人＋ 1人）
 （BCCWJ『広報くりはし 2008 年 04 号』2008）
（7）　詳しくは、戸籍住民課または各総合支所生活環境課へ問い合わせてください。
 （BCCWJ『広報いせ 2008 年 05 号』2008）
（8）　 平成二十一年からの実施を計画している「ごみの有料化について」の説明会が地域
住民や事業所を対象に各公民館及び集会場等で行われています。























四字漢語 　173（12.01％） 　421（ 8.01％）
五字漢語 　64（ 4.44％） 　137（ 2.61％）
六字以上の漢語 　44（ 3.06％） 　65（ 1.24％）
小計 　876（60.83％） 3842（73.06％）
和語 　46（ 3.19％） 　120（ 2.28％）
外来語 　219（15.21％） 　710（13.50％）
混種語 　213（14.79％） 　441（ 8.39％）
語レベルを超えるもの 　86（ 5.97％） 　146（ 2.78％）

















各 本稿 32.08％（281/876） 16.22％（623/3842）
化 山下（2003） 16.29％（ 80/491）  1.81％（147/8116）
的 山下（1999） 12.71％（126/991） 当該データなし
当 張（2016a） 15.89％（ 24/151）  4.39％（ 33/ 752）
同 張（2014）  7.32％（ 29/396）  2.08％（ 41/1974）




















各 本稿 14.79％（213/1440）  8.39％（441/ 5259）
化 山下（2003）  6.04％（ 38/ 629）  0.74％（ 63/ 8534）
系 山下（2013）  4.26％（ 10/ 235） 当該データなし
新 中川（2010）  5.93％（ 47/ 793）  1.01％（136/13514）
的 山下（1999）  2.19％（ 25/1140）  0.25％（ 55/22190）
当 張（2016a） 10.30％（ 24/ 233）  4.02％（ 45/ 1119）
同 張（2014）  3.45％（ 18/ 521）  1.79％（ 45/ 2520）
風 山下（1998） 10.03％（ 33/ 329） 当該データなし
本 張（2016b）  4.44％（ 24/ 541）  1.08％（ 35/ 3246）
















1.1 抽象的関係  290（20.14％） 1325（25.19％）
1.2 人間活動の主体  629（43.68％） 2740（52.10％）
1.3 人間活動成員および行為  263（18.26％）  620（11.79％）
1.4 生産物および用具  132（ 9.17％）  333（ 6.33％）
1.5 自然物および自然現象   40（ 2.78％）   95（ 1.81％）
語レベルを超えるもの   86（ 5.97％）  146（ 2.78％）
合計 1440（  100％） 5259（  100％）
　さらに、5つの大項目の下に、細分類され、中項目も設けられている。表 6からわかるよ
うに、「各」は、「1. 体の類」の下に設けた全 43 中項目のうち、「1.12 存在」「1.20 人間」「1.42




























1.11 類 181 3.44％
1.13 様相 46 0.87％
1.14 力 5 0.10％
1.15 作用 117 2.22％
1.16 時間 168 3.19％
1.17 空間 614 11.68％
1.18 形 16 0.30％




1.22 仲間 1 0.02％
1.23 人物 63 1.20％
1.24 成員 295 5.61％
1.25 公私 295 5.61％
1.26 社会 1105 21.01％




1.31 言語 203 3.86％
1.32 芸術 14 0.27％
1.33 生活 28 0.53％
1.34 行為 16 0.30％
1.35 交わり 57 1.08％
1.36 待遇 7 0.13％
1.37 経済 49 0.93％




1.41 資材 14 0.27％
1.43 食料 9 0.17％
1.44 住居 89 1.69％
1.45 道具 42 0.80％
1.46 機械 47 0.89％




1.52 天地 14 0.27％
1.53 生物 13 0.25％
1.54 植物 2 0.04％
1.55 動物 4 0.08％
1.56 身体 16 0.30％

















九．二六三三）へ。 （BCCWJ『広報たかまつ 2008 年 22 号』2008）
（12）　 主に 6～ 8月の夏場、各工場・工房では熟練工による製造の生の様子を見られる。
 （BCCWJ『るるぶ北欧』2005）
（13）　このほか、各常任委員会、特別委員会の委員長、副委員長は、次のとおりです。





















ます。 （BCCWJ『広報いず 2008 年 10 号』2008）
（18）　該当するかたは、各障害者手帳と印鑑を持って手続きしてください。
 （BCCWJ『広報あきた 2008 年 19 号』2008）
　このように、「各」は「や」「と」などの並列助詞を超え、その後ろの名詞までかかること











（19）　 申 4 月十五日（火）までに直接、お住まいの区の保健福祉センター保健福祉サービ
ス課または福祉事務所福祉サービス課へ。問各保健福祉サービス課または福祉サー
ビス課 （BCCWJ『ちば市政だより若葉区版 2008 年 04 号』2008）
（20）　 行事を取材する各言論社及び放送社の担当者方々は下の連絡先で取材申し込んでく
ださい （BCCWJ『Yahoo! ブログ』2008）














どの取組みを行った。 （BCCWJ『市報べっぷ 2008 年 3 月』2008）
（22）　 直径わずか 8センチという的の中心を狙い、各距離ごとに三十六本ずつの矢を放



























4 4 4 4
に、おのおの



























 （BCCWJ『広報みなみみのわ 2008 年 07 号』2008）
（30）　 保育園により利用料金に違いがありますので詳細は、各保育園にお問い合わせくだ
さい。 （BCCWJ『広報みぶ 2008 年 07 号』2008）
（31）　 平成十六年度より浦和区独自で行なっている事業で、「ごみのない美しいまちづく
り」に向けて、区内の各自治会にそれぞれの地区において、一斉に清掃活動をして























































 （BCCWJ『広報あきた 2008 年 19 号』2008）
（36）　 折り込みを予定している新聞は、読売・朝日・毎日・東京・日本経済・産経・埼玉
新聞の各朝刊です。 （BCCWJ『広報あげお 2008 年 01 号』2008）
（37）　 午後 1時から今泉小学校・西小学校・瓦葺中学校各 PTAによる実践報告会を行い
ます。 （BCCWJ『広報あげお 2008 年 02 号』2008）
（38）　 区ではこれまで保健福祉の推進に向け、高齢者、障害者、保健医療の各分野の計画
を平成十七年 3月に一元化して策定しました。

























































































































ｆ ．異動総数は前年度比 173 人増の 5840 人で、
過去 10 年で最多。内訳は、退職が同 104 人


















































 （BCCWJ『地方財政白書平成 17 年版』2005）
（56）　 草木染教室　道端の草花で、オリジナルの風呂敷やひざ掛けを染めませんか。▷と
き　十二月 2日、十六日、来年 1月十三日の各火曜日 9：三十～十二：00〔全 3回〕





































































































On the Sino-Japanese Morpheme Kaku
ZHANG Ming
　This study discusses the meaning and usage of the prefix kaku and the conditions of the 
combination between kaku and other morphemes, inspired by the data collected from the 
BCCWJ. Firstly, there are many examples of the combination between kaku and a long com-
pound noun or the morphemes which transcends lexiconic units. Moreover, kaku can be 
combined with morphemes that express various meanings. kaku is higly productive of making 
words. Furthermore, I believe that the abovementioned examples do not require kaku, but it is 
still used. This is the act of repeatedly using words that have the same meaning. The basic 
meaning of kaku is sorezore-‘each’ but, according to the context, kaku has different pragmatic 
meanings. I classify these into two types: zentai-‘whole’ type and kotai-‘individual’ type. I also 
consider the functions of kaku as an anaphoric expression. Finally, I clarify the difference 
between kaku and mai.
　Key Words:  Sino-Japanese morpheme, Kaku, Morpheme after the prefix, Meaning of usage, 
Anaphora
